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頼もしいスタッフの皆さん。 小城町にある「おぎ元気館」はまちづくりの拠点や観光案
内所として活用されています。

歴
史
が
小
城
の
魅
力

　
「
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
建
物
・
道
路
等

の
整
備
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
住
む
人
、

歴
史
、
社
会
、
経
済
を
総
合
的
に
考
え
る

事
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
基
本
は
歴

史
を
知
る
こ
と
で
す
。
小
城
に
は
、
７
０

０
年
も
前
に
、
千
葉
氏
に
よ
り
城
下
町
が

開
か
れ
た
と
い
う
都
市
の
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
鎌
倉
時
代
か
ら
の
城
下
町
や
由
緒
あ

る
神
社
仏
閣
が
数
多
く
あ
る
の
は
、
九
州

で
も
珍
し
い
で
す
ね
。

ま
た
、
天
山
や
清
水
の
滝
か
ら
街
を
流
れ

る
水
も
豊
富
で
、
市
内
に
は
数
多
く
の
水

路
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
決
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ

れ
ら
の
素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
を
基
に
、

全
国
で
も
小
城
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
見
つ

け
、
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
活
か
し
て
い
く

か
で
す
。
そ
れ
を
企
画
、
提
案
す
る
の
が

タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
私
の
役

割
で
す
。」
と
増
田
さ
ん
。

小
城
を
再
構
築

　
「
今
回
、『
小
城
市
城
下
町
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
計
画
』
と
い
う
プ
ラ
ン
を
立
て
、
ま
ち

づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
天
山
・
山
水

に
抱
か
れ
、
深
い
歴
史
に
根
ざ
し
た
活
力

あ
る
街
」
と
し
、
小
城
の
歴
史
を
考
慮
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

千
葉
氏
や
鍋
島
氏
の
城
下
町
構
造
を
活

か
し
な
が
ら
、
城
下
町
を“

ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
＝
再
構
築”

し
て
い
く
と
い
う
意
味
で

す
。
具
体
的
に
は
、
人
々
が
行
き
交
い
、

天
山
を
一
望
で
き
、
ま
ち
な
か
を
水
路
が

流
れ
る
よ
う
な
情
緒
あ
る
町
を
目
指
し
ま

す
。
小
城
町
を
出
発
点
と
し
て
、
三
日
月

町
、
牛
津
町
、
芦
刈
町
へ
と
、
小
城
市
全

体
に
活
性
化
を
波
及
さ
せ
て
い
き
た
い
で

す
ね
。」
と
、
お
話
に
は
未
来
に
広
が
る

ロ
マ
ン
を
感
じ
る
。

賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

　
「
外
か
ら
人
が
来
る
と
ま
ち
の
人
が
元

気
に
な
り
活
性
化
さ
れ
ま
す
。
小
城
に
訪

れ
る
お
客
さ
ま
に
、
見
せ
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ぜ
ひ
市

民
の
皆
さ
ん
に
は
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
の

歴
史
や
景
観
を
大
事
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
色
ん
な
場
で
小
城

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
多
く
の
人
に
来

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、〝
小
城
祗
園
ツ
ー

リ
ズ
ム
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〞
な
ど
を
計
画
中

で
す
。」
と
、
小
城
の
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
は
、
今
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

　大分県日田市生まれ。住宅・都市整備公団

にて、神奈川、東京、千葉などのニュータウ

ン開発に取り組む。また、千葉県舟橋市役所

に出向し都市整備部次長・計画部次長として

手腕を振るった後、５年前に九州に戻り、福

岡、大分でまちづくりのコーディネート業務

を務める。昨年11月に小城市中心市街地活性

化協議会のタウンマネージャーに就任。
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小城町にある「おぎ元気館」はまちづくりの拠点や観光案
内所として活用されています。
小城町

１００年先も賑わう小城市に
ま　ち

増田　元邦さん
よしくに


